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　寒くなってくると『焼きいも』のほっこり
とした暖かさが恋しくなります。 
　昔はよく落ち葉を集めて、焚き火をして焼
きいもを作ったものです。肌寒い風の中に、
甘く焦げた焼きいもの香りが漂い、その待ち
時間に心躍らせていました。 
　最近は野外で焚き火をする事を自粛しなけ

ればなりませんので、そんな姿は見かけられ
なくなりました。 
　晩秋の夕べ、マイクから聞こえてくる「焼
っきいも～～！　美味しいよ！」の声に、子
どものころに焼きたてのお芋を分けあってハ
フハフ言いながら食べたみんなの笑顔を思い
出してしまいます。 
　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2005岩倉の風景●『焼きいも』～何か隠しているよね～】 
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岩倉市の人
            男
            女
          世帯
              

★印は保健
休日急病診
岩倉市のホ
健康チェッ
です。 
※毎週金曜
発行業務を
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市政の窓 ３ 
自然生態園開設１０周年記念講演会を開 
催します 
自然生態園池の底干しと魚のつかみど 
りを行います 
多世代交流事業「ふれあい歩け歩け大 
会」の参加者を募集します 
保育園の入園申し込みを受け付けます 
次世代育成支援事業の新たな取り組みを 
お知らせします 
セントラル愛知交響楽団定期演奏会中 
止のお知らせ 
消費生活講座「悪質な訪問リフォームな 
どの被害に遭わないために」 
岩倉市社会教育関係団体の登録申請を 
受け付けます 
市民ギャラリー情報 
ごみと資源の出し方の疑問点にお答え 
します 
木造住宅の無料耐震診断を行っています 
岩倉市防犯対策助成金交付制度をご利 
用ください 
介護保険制度改正内容のポイント 

曽野小学校 

 
…３ 
 

…３ 
 

…３ 
…４ 
 

…４ 
 

…４ 
 

…５ 
 

…５ 
…５ 
 

…６ 
…７ 
 

…７ 
…７ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

裏表紙 
東新町かいわい 

一豊公＆千代様サミット・岩倉市医師 
会設立３０周年記念講演会・小学校・ 
幼稚園交流事業 

学校通信 ２２ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２０ 

１０ 

岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 
～栄養編～ 

保健師すこやか日誌 

岩倉卓球スポーツ少年団 

スポーツ大好き！ 

１１ 
オーストリアのクリスマス 

グーテンターク 

１０ 

第３８回岩倉市民体育祭 ８ 

２３ フォトニュース 

ぶらりいわくら再発見 

▲アメリカハナミズキの実 

暮らしのガイド １２ 

不用品データバンク 
秋の全国火災予防運動 
図書館ニュース 
子育て相談 
市民相談 ほか　　　　　　　　　　　

史跡公園月釜 
ミニミニコンサート ほか 

催し １２ 

手続き １２ 

インフルエンザ予防接種を希望される人へ 
麻しん・風しんの予防接種が変わります 

健康 １６ 

小学生スケート教室 ほか 
講座・教室 １５ 

相談・その他 １６ 

水道料金の検針員・集金員 ほか 
募集 １３ 

質量計の定期検査を行います ほか 

広報いわくら　2005年11月1日号　No.831



       

　
北
島
町
の
自
然
生
態
園
は
、
今
年
度
開

設
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。 

　
自
然
生
態
園
の
１０
年
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
身
近
な
自
然
の
大
切
さ
に
関
心
を

深
め
、
将
来
に
向
け
て
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
展
望
す
る
た
め
に
、
記
念
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
ト
ト
ロ
の
森
と
も
呼

ば
れ
、
今
も
親
し
ま
れ
て
い
る
鎮
守
の
森

の
よ
み
が
え
り
と
自
然
生
態
園
の
整
備
と

歩
み
を
振
り
返
り
、
今
後
を
展
望
す
る
機

会
と
し
ま
す
。
講
師
は
、
岩
倉
市
の
自
然

生
態
園
が
計
画
さ
れ
た
当
時
、
助
言
や
指

導
を
い
た
だ
い
た
杉
山
恵
一
さ
ん
で
す
。 

●
と
き
　
１１
月
２７
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル 

●
講
師
　
杉
山
恵
一
さ
ん
（
富
士
常
葉
大

学
教
授
） 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

      

　
自
然
生
態
園
で
は
、
水
中
の
生
き
物
の

豊
か
な
生
態
系
を
取
り
戻
す
目
的
で
、
森

の
西
側
の
池
の
底
干
し
を
行
い
ま
す
。 

●
と
き
　
１１
月
１６
日
　
〜
２１
日
　 

※
底
干
し
期
間
中
は
、
西
側
の
池
で
は
ザ

リ
ガ
ニ
釣
り
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
東
側
の

池
で
は
、
通
常
ど
お
り
で
き
ま
す
。 

　
自
然
生
態
園
の
池
の
底
干
し
に
伴
い
、

次
の
日
程
で
、
子
ど
も
に
よ
る
フ
ナ
や
ナ

マ
ズ
、
エ
ビ
な
ど
の
つ
か
み
ど
り
や
ド
ロ

ン
コ
遊
び
、大
人
に
よ
る
根
っ
こ
刈
り（
マ

コ
モ
刈
り
や
睡
蓮
の
間
引
き
）
を
行
い
ま

す
。
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
う
チ
ャ
ン
ス

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
マ
コ
モ
・
睡
蓮
等
の
根
っ
こ
刈
り
】 

●
と
き
　
１１
月
１９
日
　
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
小
雨
決
行
） 

【
魚
等
の
つ
か
み
ど
り
】 

●
と
き
　
１１
月
１９
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午

（
小
雨
決
行
） 

●
そ
の
他 

・
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
、
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。 

・
池
の
中
に
入
れ
る
長
靴
ま
た
は
、
水
中

用
た
び
を
は
い
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

・
根
っ
こ
刈
り
を
さ
れ
る
人
は
カ
マ
を（
あ

れ
ば
胴
長
も
）
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
刈
り
取
っ
た
マ
コ
モ
・
睡
蓮
の
根
っ
こ

は
、
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
水
筒
や
弁
当
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

　 

     

　
多
世
代
の
交
流
と
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
「
ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。 

●
と
き
　
１１
月
１９
日
　
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト 

（
受
付
は
午
前
８
時
３０
分
〜
）
小
雨
決
行
、

開
催
の
決
定
は
午
前
８
時 

※
雨
天
の
場
合
は
、
２０
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜 

●
と
こ
ろ
　
八
剱
憩
い
の
広
場
に
集
合
の

後
、
五
条
川
河
畔
（
約
４
・
５
㌔
㍍
）
を

歩
き
ま
す
。 

●
参
加
費
　
無
料 

●
申
込
方
法
　
生
き
が
い
課
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
老
人
憩
の

家
、
南
部
老
人
憩
の
家
で
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
そ
の
場
で
参
加
券
を
お
渡
し
し

ま
す
（
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す
）
。 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲アメリカハナミズキ

（日） （水） 

（月） 

（土） （土） 

（土） 

（日） 

自
然
生
態
園
開
設
１０
周
年 

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま 

す 
自
然
生
態
園 

池
の
底
干
し
と
魚
の
つ 

か
み
ど
り
を
行
い
ま
す 

多
世
代
交
流
事
業 

「
ふ
れ
あ
い
歩
け
歩
け 

大
会
」
の
参
加
者
を
募
集 

し
ま
す 

す
ぎ
　

や
ま
　

け
い
　

い
ち 

す
い
　

れ
ん 

ち
ん
　

じ
ゅ 
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●
市
政
の
窓
●
 

　
　 

     

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１８
年
度
の
保
育
園

入
園
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。
　
　
　
　
　 

●
入
園
（
保
育
の
実
施
）
基
準 

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
、
同
居

の
親
族
な
ど
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
に
入
園
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。 

①
昼
間
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
。 

②
昼
間
に
居
宅
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
（
内
職
・
自
営
な
ど
）
を
し
て
い
る

こ
と
。 

※
①
・
②
の
場
合
は
、
実
働
４
時
間
以
上

で
、
毎
月
１５
日
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
。 

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が
な
い
こ

と
（
保
育
の
実
施
期
間
は
、
出
産
予
定
月

と
前
後
１
か
月
ず
つ
の
３
か
月
で
す
）
。 

④
疾
病
や
負
傷
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に

障
害
が
あ
る
こ
と
。 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
精
神
・
身
体

に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

し
て
い
る
こ
と
。 

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。 

⑦
①
〜
⑥
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。 

●
受
付
と
面
接
　
日
程
表
の
と
お
り
、
入

園
申
し
込
み
の
受
付
と
面
接
を
行
い
ま
す

の
で
、
お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
入
園
を
希

望
す
る
保
育
園
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
の
受

付
日
に
入
園
申
込
書
を
提
出
で
き
な
い
場

合
や
提
出
書
類
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
他

の
保
育
園
ま
た
は
、
受
付
日
程
終
了
後
に

市
役
所
児
童
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
手
続
き
　
保
育
園
入
園
申
込
書

（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
）
に
、
次
に
該

当
す
る
事
項
に
よ
り
、
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　 

★
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
給

与
所
得
者
は
勤
務
証
明
書
、
自
営
の
人
は

就
労
証
明
書 

★
居
宅
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
就

労
証
明
書 

★
出
産
の
場
合
…
出
産
予
定
証
明
書
ま
た

は
、
母
子
健
康
手
帳
（
写
） 

★
病
気
や
負
傷
の
場
合
…
医
師
の
診
断
書

（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

★
心
身
に
障
害
が
あ
り
保
育
が
で
き
な
い

場
合
…
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
提
示
　
　 

★
病
人
を
介
護
し
て
い
る
場
合
…
医
師
の

診
断
書
（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
） 

★
心
身
障
害
児
の
通
学
等
付
き
添
い
を
し

て
い
る
場
合
…
学
校
長
等
の
証
明
　
　
　 

●
申
込
書
の
配
布
　
１１
月
１
日
　
か
ら
各

保
育
園
、
市
役
所
児
童
課
で
お
渡
し
し
ま

す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
１８
年
度
保

育
園
入
園
申
込
み
の
ご
案
内
」お
よ
び「
保

育
園
の
し
お
り
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
０
）
ま
で
。
　 

　 

     

　
岩
倉
市
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
基
本
目
標
で
「
安
心
し
て
子
育
て

を
す
る
た
め
に
」
の
中
に
あ
る
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
・
児
童
の
健
全
育
成
の
推
進

と
し
て
平
成
１８
年
度
か
ら
次
の
事
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

①
保
育
園
の
延
長
保
育
を
す
べ
て
の
園
で

午
後
７
時
ま
で
実
施 

②
休
日
保
育
を
下
寺
保
育
園
で
実
施 

③
児
童
館
（
第
五
・
第
六
・
第
七
）
の
日

曜
開
館
の
実
施 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
定
し
だ
い
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
―

５
８
１
０
）
ま
で
。 

（火） 

平
成
１８
年
度 

保
育
園
の
入
園
申
し
込 

み
を
受
け
付
け
ま
す 

次
世
代
育
成
支
援
事
業 

の
新
た
な
取
り
組
み
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す 

※上記日程以降は市役所２階児童課で受け付けます。 
※保育園では４月１日現在の年齢によってクラス編成を行います。 
●延長保育の実施状況　保育時間は全園午前７時３０分から午後７時までです。なお、午後
５時３０分以降の保育については延長保育料をいただく予定ですが、詳細については決定し
だいお知らせします。 

受付日程表 
 受付時間 
 南部保育園（大地町小森５） ０歳～５歳児 ３７―２６０５ ９:００～１２:００ 
 中部保育園（本町畑中６５） １歳～５歳児 ３７―０４１６ １３:３０～１６:３０ 
 北部保育園（石仏町稲葉１４４―２４） 〃 ３７―２７０５ ９:００～１２:００ 
 仙奈保育園（東町仙奈１５８） ０歳～５歳児 ６６―２９０７ １３:３０～１６:３０ 
 下寺保育園（下本町下寺廻１０７―１） 〃 ６６―３３０９ ９:００～１２:００ 
 東部保育園（大市場町順喜１１） 〃 ３７―０９１６ １３:３０～１６:３０ 
 西部保育園（西市町二本木１９―８） １歳～５歳児 ３７―３８３５  ９:００～１２:００ 

受付日 受付・面接場所 対象年齢 電話 

　毎年恒例となっていましたセン
トラル愛知交響楽団による岩倉定
期演奏会は、日程等の都合により
今年度は開催しません。 
　今後もポップスコンサートや駅
コンサートなど、さまざまな演奏
活動を続けていきますのでご支援
をお願いします。 
●問合先　生涯学習課文化振興係
（☎３８―５８１９）まで。 

セントラル愛知交響楽団定期 
演奏会中止のお知らせ 

１１月１４日（月） 

１５日（火） 

１６日（水） 

１７日（木） 
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の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。 

５
８
１
０
）
ま
で
。
　 

　 

     

　
悪
質
な
訪
問
リ
フ
ォ
ー
ム
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
「
無
料
で
家
の
安
全
を
点

検
し
ま
す
」
と
い
っ
て
入
り
込
み
「
屋
根

の
工
事
が
す
ぐ
必
要
」
「
こ
の
ま
ま
で
は

床
が
落
ち
る
」
な
ど
と
危
険
を
強
調
し
て
、

不
必
要
で
高
額
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契

約
を
結
ば
せ
る
、
と
い
っ
た
事
例
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を

ね
ら
っ
た
悪
質
訪
問
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、

悪
質
商
法
の
手
口
や
対
処
方
法
を
紹
介
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
役
立
て
る
た
め
の
消

費
生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

●
と
き
　
１１
月
９
日
　
午
前
１０
時
〜 

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階
視

聴
覚
室
兼
研
修
室 

●
テ
ー
マ
　
悪
質
な
訪
問
リ
フ
ォ
ー
ム
な

ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に 

●
講
師
　
川
合
す
み
よ
さ
ん
（
尾
張
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
消
費
生
活
相
談
員
） 

●
定
員
　
８０
人
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
、

締
め
切
り
ま
す
） 

●
受
講
料
　
無
料 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観

光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

　 

     

　
岩
倉
市
で
は
、
社
会
教
育
活
動
を
積
極

的
に
推
進
す
る
た
め
に
岩
倉
市
社
会
教
育

関
係
団
体
の
登
録
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。 

●
登
録
要
件 

　
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
、
継
続

的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

　
規
約
を
有
し
、
役
員
に
つ
い
て
の
規
定

が
あ
る
こ
と
。 

　
自
己
財
源
を
有
し
、
か
つ
経
理
が
明
確

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

　
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
か
つ
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と
。 

　
構
成
員
が
１０
人
以
上
で
、
そ
の
構
成
員

が
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
で
あ
る
こ

と
。 

　
特
定
の
政
党
、
宗
教
に
関
与
し
な
い
団

体
お
よ
び
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で

あ
る
こ
と
。 

●
申
請
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜
２５
日
　
午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時 

●
申
請
方
法
　
生
涯
学
習
課
に
あ
る
申
請

書
類
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
生

涯
学
習
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

消
費
生
活
講
座 

「
悪
質
な
訪
問
リ
フ
ォ 

ー
ム
な
ど
の
被
害
に
遭 

わ
な
い
た
め
に
」 

平
成
17
・
18
年
度 

岩
倉
市
社
会
教
育
関
係 

団
体
の
登
録
申
請
を
受 

け
付
け
ま
す （水） 

（火） 

（金） 

（ １ ） （ ２ ） （ ３ ） （ ４ ） （ ５ ） 

（ ６ ） 

※上
※保
●延
５時
だい

受付
 
 
 
 
 
 
 
 

　
ト
期
今
　
コ
活
を
●
（

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コーナー、
２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の皆さんに利
用していただけるスペースがあります。皆さん、ぜひ、ご利用
ください。 
●利用時間　午前８時３０分～午後９時（第２日曜日、祝日、
年末および年始は休みです）ただし、レストランの営業時間は、
振替休日を除く月～土曜日の午前９時から午後６時までです。 

【岩倉市民文化祭美術展入選作品展】 
●と　き　１１月７日（月）～２０日（日） 
●問合先　生涯学習課（☎３８―５８１９）まで。 
【税の作品入賞作品展】 
●と　き　１１月２１日（月）～３０日（水） 
●問合先　税務課（☎３８―５８０６）まで。 

か
わ
い

 

セ
演

１１

広報の文字が大きく 
なりました 

 　１０月１５日号から広報の文字が大

きくなりました。 

　今後も市民の皆さんが読みやすく親

しみの持てる広報づくりをめざしてい

きます。 

●問合先　企画課広報広聴係（☎３８

―５８０２）まで。 
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１０
月
か
ら
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
が
変

わ
り
ま
し
た
。
今
回
は
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
と
そ
の
回
答
を
紹
介

し
ま
す
。 

【
Ｑ
１
】
今
回
の
ご
み
と
資
源
の
出
し
方

の
変
更
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
１
】
今
回
の
変
更
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
の
収

集
を
開
始
し
ま
す
（
市
内
南
部
地
域
は
木

曜
日
、
北
部
地
域
は
金
曜
日
が
収
集
日
、

青
色
透
明
の
市
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
）
。 

②
集
積
場
所
に
出
す
３
種
類
の
ご
み
は
す

べ
て
市
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
（
ビ

ニ
ー
ル
袋
・
レ
ジ
袋
な
ど
は
使
え
ま
せ
ん
）。 

③
食
品
ト
レ
イ
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
に
な
る
た

め
分
別
収
集
で
の
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。 

【
Ｑ
２
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
は
ど
の
よ
う
に
出
す
の
で
す
か
。 

【
Ａ
２
】
ま
ず
家
庭
の
中
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
資
源
の
分
別
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
中
身
は
す
べ
て
使
い
き
り
汚

れ
て
い
る
も
の
は
水
で
さ
っ
と
洗
っ
た
後
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
指
定
袋

（
青
色
透
明
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
南

部
地
域
は
木
曜
日
に
、
北
部
地
域
は
金
曜

日
に
、
午
前
８
時
３０
分
ま
で
に
ご
み
集
積

場
に
、
「
燃
や
し
て
も
い
い
ご
み
」
と
区

分
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
Ｑ
３
】
納
豆
の
ケ
ー
ス
や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
容
器
な
ど
も
洗
っ
て
出
す

の
で
す
か
。 

【
Ａ
３
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
と
き
に
ご
協

力
い
た
だ
く
こ
と
は
、
①
中
身
を
す
べ
て

使
い
切
る
②
水
で
さ
っ
と
流
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
し
た
が
っ
て
納
豆
の
ケ
ー
ス
を

出
し
て
い
た
だ
く
場
合
は
洗
剤
で
食
器
と

同
じ
よ
う
に
洗
う
必
要
は
な
く
、
水
で
さ

っ
と
流
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
か
ま
い
ま

せ
ん
。 

【
Ｑ
４
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
銀
箔
が
つ
い

て
い
る
よ
う
な
も
の
は
ど
う
す
る
の
で
す

か
。 

【
Ａ
４
】
ま
ず
、

プ
ラ
マ
ー
ク
を

ご
確
認
く
だ
さ

い
。
マ
ー
ク
が

表
示
さ
れ
て
い

れ
ば
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
包

装
資
源
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
た
だ
し
、
マ
ー
ク
が
な
い
場
合
で
も
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
袋
や
カ
ッ
プ
な
ど
で

容
器
や
包
装
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
ら
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
基
本
的
に
は
「
迷
っ
た
ら

資
源
へ
」
と
お
考
え
く
だ
さ
い
。 

【
Ｑ
５
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
ど
う
な
る
の

で
す
か
。 

【
Ａ
５
】
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
分
別
収
集
で
回
収
し
ま
す
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
に
入
れ
な
い
で

く
だ
さ
い
）
。
た
だ
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
は
は
ず
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
の
指
定
袋
へ
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
フ
ィ
ル
ム
（
ラ
ベ
ル
）

は
取
り
外
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
分
別
収
集
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
Ｑ
６
】
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ご
み
収

集
袋
が
必
ず
市
指
定
袋
で
出
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
な
ぜ
、
こ

れ
ま
で
の
方
法
で
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。 

【
Ａ
６
】
９
月
ま
で
は
、
水
曜
日
の
燃
や

し
て
は
い
け
な
い
ご
み
は
市
の
推
奨
袋
か

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
１０
月
か
ら
は
レ
ジ
袋
等
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
そ
の
も
の
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
と
し
て
木
曜
日
（
南
部

地
域
）
か
金
曜
日
（
北
部
地
域
）
に
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
水
曜
日
の
燃
や
し
て
は
い
け
な

い
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
レ
ジ
袋
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
出
す
こ
と
を
禁
止
し
、
推
奨

袋
を
指
定
袋
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
レ
ジ
袋
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

資
源
を
入
れ
る
袋
と
し
て
使
え
な
い
か
と

の
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
資
源
以
外
の
も

の
を
入
れ
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
市
民
の
皆
さ
ん
が
分
か
り
づ
ら
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
燃
や
し
て
も
い

い
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資

源
を
含
め
て
３
種
類
の
指
定
袋
の
み
の
取

り
扱
い
と
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
い
形
で
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ご
家
庭
に
残
っ
て
い
る
燃
や
し
て
は
い

け
な
い
ご
み
の
推
奨
袋
の
在
庫
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
け
ま

す
。 

【
Ｑ
７
】
集
積
場
に
、
違
う
曜
日
の
ご
み

ま
た
は
、
違
う
収
集
袋
で
出
さ
れ
て
い
た

場
合
、
市
で
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。 

【
Ａ
７
】
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
に
出
さ
れ
た

ご
み
は
、
収
集
の
際
「
ル
ー
ル
違
反
シ
ー

ル
」
を
貼
り
収
集
し
ま
せ
ん
。 

 

　
そ
の
他
、
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ご
み
と
資
源
の
出
し
方
に
つ
い

て
説
明
に
来
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。

ご
み
と
資
源
の
出
し
方 

の
疑
問
点
に
お
答
え
し 

ま
す 

プラマーク 
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れ
て
い
る
も
の
は
水
で
さ
っ
と
洗
っ
た
後
、

　
た
だ
し

マ
ー
ク
が
な
い
場
合
で
も

い
ご
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
レ
ジ
袋
や
ビ

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。

　 

     

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断 

　
岩
倉
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅

の
無
料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
） 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補
助 

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、
耐
震
改

修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。 

●
対
象
と
な
る
工
事
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
建
築
物 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
で
、

総
合
判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
で
、
総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
住
宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
で
、
得
点

が
６０
点
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
岩

倉
市
の
診
断
基
準
で
、
総
合
判
定
を
１
・

０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
（
た
だ
し
、

耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
（
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、

そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎

３
８
―
５
８
１
３
）
ま
で
。 

      

　
市
内
で
は
、
８
月
末
現
在
１
日
約
３
件

の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
の
お
家
は
大
丈
夫
で
す
か
。
も
う
一
度

わ
が
家
の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。 

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助
成
金

制
度
は
、
９
月
末
現
在
で
１
１
６
世
帯
の

人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
の
防
犯
対

策
に
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
） 

●
対
象
と
な
る
も
の 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
出
入
口
の
鍵
を

交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ

バ
ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
の
敷
設
。 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物
等
が

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。 

 

昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造 

住
宅
対
象 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診 

断
を
行
っ
て
い
ま
す 

岩
倉
市
防
犯
対
策
助
成 

金
交
付
制
度
を
ご
利
用 

く
だ
さ
い 

（財） 

介護保険制度の改正内容のポイント 
介護サービス情報の公表 

　利用者が適切に介護サービスを選択することができるよう、

すべての介護サービス事業者に介護サービスの内容や運営状

況に関する情報の公表が義務付けられます。 

　都道府県知事は、介護サービス事業者から報告された事業

所の概要や職員体制、利用料金、サービス内容等の介護サー

ビス情報を確認し、公表します。 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８１１）まで。 
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今年も数々のドラマが…
　市民体育祭を支えていただいた皆さん、ありがとうございました。 
岩倉市体育協会・岩倉市体育指導委員会・岩倉市スポーツ少年団・
岩倉市婦人会・岩倉市消防団・岩倉市民吹奏楽団 

▲「第1関門突破！」障害物競走 

▲「そ～れ！　そ～れ！」紅白対抗綱引 ▲「うまく蹴れるかな？」親子ボールけり競走 

▲子どもたちの力走に声援を送る応援団 

　
「
第
３
コ
〜
ス
　
大
市
場
町
」
少
年
区
対
抗
リ
レ
ー 

少年区対抗リレー（男子） 
１位　大地町 
２位　下本町 
３位　東新町１区 

少年区対抗リレー（女子） 
１位　下本町 
２位　神野町 
３位　東新町２区 

職場・グループ対抗綱引 
１位　尾張岩倉新溝梶方会 
２位　石仏町自警団 
３位　㈱丹羽工務店 

▲
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今年も数々のドラマが…今年も数々のドラマが…

　１０月２日（日）に、岩倉北小学校グラウンドで第３８回
岩倉市民体育祭が開催されました。 
　今年も多くの市民の皆さんが参加し、出場者は競技に精一
杯力を発揮しました。応援団も声がかれるまで声援を送り、
スポーツの秋を満喫しました。 

▲「ゴールまであと少し」幼児競走 ▲「気合いだ～！」 

▲愛知県警音楽隊によるドリル・演奏 

▲五条川交通少年団による交通安全宣言 ▲選手宣誓 ▲

職場・グループ対抗リレー（男子） 
１位　サッカースポーツ少年団Ａ 
２位　岩倉市消防団 
３位　岩倉市役所 

職場・グループ対抗リレー（女子） 
１位　サッカースポーツ少年団Ａ 
２位　バレーボール協会 
３位　岩倉市役所 

区対抗リレー 
１位　西市町 
２位　八剱町 
３位　曽野町 
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保健師すこやか日誌 

～栄養編～ 
岩倉市健康づくり計画「健康いわくら２１」 

　
健
康
づ
く
り
計
画
「
健
康
い
わ
く
ら
２１
」
の
中

で
、
今
回
は
「
栄
養
」
に
つ
い
て
計
画
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

み
ん
な
の
「
な
れ
た
ら
い
い
な
」
（
目
標
） 

『
適
切
な
食
事
の
内
容
や
量
を
知
り
、
健
康
を
維

持
し
よ
う
』 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
市
民
の
取
り
組
み 

★
適
正
体
重
を
維
持
し
よ
う 

★
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
楽
し
く
と
ろ
う 

★
元
気
な
一
日
は
朝
食
か
ら 

　
今
一
度
、
朝
食
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
朝
食
の
欠
食
は
、
一
回
の
食
事
摂
取
量
が
多

く
な
り
過
食
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
肥
満
等
の
生
活
習
慣
病
の
発
生
を
助
長
し
や

す
く
、
午
前
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
が
不
十
分
と

な
り
体
調
が
悪
く
な
る
な
ど
の
問
題
点
が
多
く
あ

る
た
め
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
朝
食
を
食
べ
る
習

慣
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
…
。 

①
少
し
早
起
き
し
よ
う 

　
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
と
、
朝
気
持
ち
良
く

起
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
寝
・
早
起
き
す

る
こ
と
で
朝
食
を
食
べ
る
時
間
が
で
き
ま
す
。
食

べ
物
が
口
の
中
に
入
る
と
消
化
器
系
が
刺
激
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
肛
門
の
筋
肉
が
緩
み
や
す
く
な
り
ま

す
。
快
便
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。
今
よ
り
少
し
早
起
き
し
て
、
朝
食
と
ト
イ
レ

の
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

②
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
人
は
ま
ず
食
べ
や
す
い

　
も
の
か
ら
食
べ
始
め
ま
し
ょ
う 

　
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

あ
る
ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
し
て
、
脳
の
働
き
が
鈍
く

な
り
集
中
力
や
記
憶
力
が
落
ち
ま
す
。
ま
た
睡
眠

中
に
低
下
し
た
体
温
を
上
げ
る
と
い
う
体
が
活
動

す
る
た
め
の
準
備
が
で
き
ま
せ
ん
。
頭
と
体
を
し

っ
か
り
動
か
す
た
め
に
も
、
朝
食
を
食
べ
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
朝
食
を
食
べ
て
い

な
い
人
は
、
ま
ず
液
体
の
も
の
か
ら
始
め
て
慣
れ

て
き
た
ら
固
形
の
も
の
に
と
、
口
当
た
り
の
良
い

食
材
の
中
か
ら
選
び
、
少
し
ず
つ
量
と
品
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

③
今
よ
り
一
品
増
や
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

　
と
ろ
う 

　
朝
食
抜
き
の
一
日
２
食
タ
イ
プ
で
は
、
食
事
の

間
隔
が
長
い
の
で
、
体
が
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
お
こ
う
と
働
き
ま
す
。

ま
た
代
謝
も
悪
く
な
る
こ
と
で
、
蓄
え
た
脂
肪
を

分
解
す
る
力
も
落
ち
て
い
き
徐
々
に
太
り
や
す
い

体
質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
日
、
朝
・
昼
・

夕
の
３
回
規
則
正
し
い
食
事
を
す
る
こ
と
で
、
太

り
に
く
い
体
質
に
な
り
ま
す
。 

　
朝
食
を
食
べ
る
習
慣
が
つ
い
た
ら
食
事
の
内
容

は
良
い
の
か
、
食
べ
物
を
色
分
け
し
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
回
の
食
事
に
主
食
（
黄
色
）・
主
菜
（
赤
色
）・

副
菜
（
緑
色
）
の
３
色
が
入
る
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
整
う
と
言
わ
れ
ま
す
（
表
参
照
）
。 

　
健
康
な
一
日
は
、
朝
食
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１

１
）
ま
で
。 

ご飯・パン・麺
類・芋類 

主にエネルギー
源として使われ、
運動時の力や体
温を保つ力にな
ります。 

魚・肉・卵・大
豆食品・乳製品 

主に体の細胞や
血を作る材料に
なり、病気に負
けない免疫力を
作ります。 

野菜・海草・き
のこ・果物 

主に体の調子を
整え、余分なも
のは体外へ処理
する働きをしま
す。 

主 食  
黄 色 食 品  

主 菜  
赤 色 食 品  

副 菜  
緑 色 食 品  

団
活
動
か
ら
礼
儀
・
集
団
生

活
の
大
切
さ
を
！！
 

岩
倉
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

  　
岩
倉
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
市

内
の
小
・
中
学
生
を
中
心
と
し
、
近
郊

か
ら
の
卓
球
を
や
り
た
く
て
し
か
た
の

な
い
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
 

　
活
動
は
、
週
１
回
の
定
期
練
習
と
、

年
４
回
の
公
式
戦
（
市
内
大
会
３
回
、

対
外
試
合
１
回
）
の
他
、
機
会
の
あ
る

と
き
に
は
他
の
卓
球
少
年
団
と
の
交
流

大
会
ま
た
は
合
同
練
習
会
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
対
外
試
合
の
夏
の
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
大
会
西
尾
張
支
部
卓
球
大
会
で
は
、

毎
年
男
子
ま
た
は
、
女
子
の
団
体
・
個

人
戦
共
に
優
勝
あ
る
い
は
準
優
勝
と
い

っ
た
輝
か
し
い
成
績
を
残
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
公
式
戦
、

年
１
回
の
対
外
試
合
で
あ
る
こ
の
大
会

を
目
標
に
練
習
を
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
も
思
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
試
合
の
成

績
の
た
め
だ
け
に
指
導
・
練
習
を
し
て

い
る
訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、
わ
が
少

年
団
と
し
て
も
団
体
戦
が
あ
る
こ
の
大 No.20
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オーストリアのクリスマス 
岩倉市国際交流員 

オールベーグ　ビビエン 
OELBERG VIVIEN

　今回は、オーストリアのクリスマスシーズンを
紹介します。期間は４週間で、色々な習慣があり
ます。１つめは、モミの小枝で編んだクリスマス
リースに４本のろうそくを立て、最初の日曜日に
ろうそくを１本灯し、次の日曜日に２本目を、４
週間で全部のろうそくを灯します。もう１つの特
徴は、１日から２４日までの日付のところに扉が
ついたカレンダーです。１２月１日から毎日一つ
づつ扉を開けていきます。その中にはクリスマス
の絵があり、最近では、絵だけではなく、チョコ
レートが中に入っていたりして、子どもにとても
人気があります。 
　また、１２月６日はニコラウスの祝日ですが、この日は彼が亡くなった日です。歴史上の聖ニコラウス
は、秘密のプレゼントを出す能力や、色々な奇跡が起こせると言われています。「サンタクロース」の語
源は、オランダ語のニコラウスの言葉、シンタークラスからきています。５日の夜、子どもは、ドアの前
に靴を置いておきます。夜子どもが寝ている間に、ニコラウスが来ると言われています。６日の朝、子ど
もは目を覚ました時、ドアに走って行きます。良い子には、ニコラウスが靴の中にチョコレートを入れて
くれます。しかし、悪い子には悪魔がジャガイモや玉ねぎを入れます。また、ニコラウスは、クランプス
（悪魔）と一緒に学校へ出かけ、悪い子に少しおしおきをします。 
　街はクリスマスシーズンになると、色とりどりきれいに飾り付けられたクリスマスマーケットがたくさ
ん集まります。クリスマスのための飾りや、特別なクッキーなどが売られています。 
 　そして１２月２４日、クリスマスの当日。家庭で家族一緒に食事をし、モミの木

をきれいに飾って、歌ったり、プレゼントを渡したりします。食事は、鯉のフライ
やジャガイモサラダ、あるいは揚げたガチョウ、ムラサキキャベツ、ジャガイモ団
子です。世界で有名なSilent Nightは、１８１８年のオーストリアで作曲されまし
た。オーストリアをクリスマスシーズンに訪れてみてください。きっと楽しい発見
があると思います。 

This time, I would like to introduce Austria's Christmas season, starting 4 weeks before Christmas Eve. Many people have a  
"Christmas wreath" in their homes. This is a ring of evergreen cuttings with 4 candles. On the first Sunday evening of Christmas 
season we light the first candle, then the second one on the following Sunday and this goes on until all 4 candles are lit on Christmas 
Eve.  
Christmas Calendars, which have 24 doors, are very popular with children. The first door is to be opened on December 1st and the 
24th door on Christmas Eve. Each compartment displays a picture of the Christmas story. Lately many calendars include a piece of 
chocolate behind each compartment, aimed at children. Another important event is Nicholas, which is the common name for the 
historical Saint Nicholas, who had a reputation of secret gift giving. The name 'Santa Claus' is a degeneration of the Dutch word 
Sinterklaas. His feast day is on December 6th , probably the date of his death. Recently, Nicholas Day is a festivity for children. 
Children put a boot outside their front door on the night of Dec. 5th to Dec. 6th. At night Nicholas comes to fill the boots with special 
sweets and it is said that he checks up on the children to see if they have been good. If they have not, they would get onions and 
potatoes instead of sweets. A disguised Nicholas also often visits the children at school. He is accompanied by Krampus, who 
represents the devil, and frightens the bad children. During Christmas season, there are a lot of beautifully decorated markets. All 
kinds of crafts, decorations and special cookies are sold there. On Christmas Eve, Dec. 24th, people decorate a big Christmas tree, 
have a special dinner, (fried carp with potato salad, or roasted goose with red cabbage and potato dumplings) sing Christmas songs 
and exchange presents. The worldwide popular song "Silent Night" was composed in Austria in 1818. 
If you have a chance, visit Austria during December and experience the special Christmas atmosphere.

会
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
 

　
卓
球
は
個
人
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す

が
、
団
体
戦
で
の
試
合
で
は
一
人
一
人

の
結
果
が
チ
ー
ム
の
成
績
に
つ
な
が
る

わ
け
で
、
お
互
い
を
応
援
し
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
頑
張
る
こ
と
が
で
き
、

他
人
を
思
い
や
り
、
み
ん
な
で
共
に
喜

び
、
悲
し
み
、
悔
し
が
る
と
い
っ
た
気

持
ち
が
育
ち
ま
す
。
こ
う
し
た
集
団
で

の
行
動
の
中
で
、
規
律
を
守
り
、
礼
儀

正
し
く
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
実
際
に
体
験
出
来
る
場
で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
定
期
練
習
で
は
、
朝
の
あ
い
さ
つ
か

ら
始
ま
り
、
準
備
運
動
、
基
礎
練
習
、

各
自
課
題
を
持
っ
て
の
個
人
練
習
、
試

合
方
式
で
の
実
戦
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
生
の
先
輩
団
員
が
小
学
生
団

員
の
練
習
相
手
と
な
り
面
倒
も
み
て
く

れ
ま
す
。
 

　
年
々
団
員
の
人
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
等
で
卓
球
を
や
っ
て
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
卓
球
を
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
は
、
１
度
会
場
へ
来
て
く

だ
さ
い
。

１
日
体
験

入
団
も
大

歓
迎
で
す
。

初
め
て
ラ

ケ
ッ
ト
を

持
つ
人
に

も
個
々
の

レ
ベ
ル
で

指
導
し
ま
す
。
 

●
定
期
練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
 
午

前
９
時
〜
１０
時
３０
分
東
小
学
校
体
育
館
 

●
問
合
先
　
今
井
（
☎
６
６
―
４
８
１

５
）
ま
で
。
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●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
お
茶
会
を
開
催
し
ま

す
。 

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８

―
６
１
０
１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円

（
お
抹
茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

服
部
社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３

８
―
５
８
１
９
） 
  

●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

  

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。 

　
１１
月
は
、
津
軽
三
味
線
の
演

奏
で
す
。
津
軽
民
謡
だ
け
で
な

く
、
太
棹
三
味
線
で
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
心
の
奥
底
に
共
鳴

す
る
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。 

　
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
２７
日
　
午
後
２

時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル 

▼
出
演
者
　
津
軽
三
味
線
「
恋

糸
」 

▼
演
奏
曲
　
津
軽
じ
ょ
ん
が
ら

節
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
） 

  

●
児
童
館
行
事
「
映
画
会
」 

  

　
児
童
館
で
は
、
映
画
会
を
行

い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。 

▼
題
名
　
「
ド
ッ
ジ
Ｇ
Ｏ
！
　

Ｇ
Ｏ
！
」 

▼
内
容
　
日
本
と
一
番
近
い
国
、

韓
国
を
舞
台
に
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

を
愛
し
、
真
剣
に
打
ち
込
む
小

学
６
年
生
の
ゆ
き
こ
と
、
そ
の

仲
間
た
ち
の
友
情
物
語
で
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１１
月
１９
日

　 ★
第
一
児
童
館
…
午
前
１０
時
３０

分
〜 

★
第
四
児
童
館
…
午
後
１
時
〜 

★
第
七
児
童
館
…
午
後
２
時
３０

分
〜 

▼
問
合
先
　
各
児
童
館
ま
た
は
、

第
一
児
童
館
（
☎
３
８
―
１
１

０
６
） 

　 
       

●
質
量
計
の
定
期
検
査
を

　
行
い
ま
す 

  

　
質
量
計
（
は
か
り
、
分
銅
お

よ
び
お
も
り
）
を
「
取
引
ま
た

は
、
証
明
」
に
使
用
す
る
場
合

は
、
定
期
的
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
、
計
量
法
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
該
当
す
る
は
か
り
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。 

　
検
査
を
受
け
な
い
で
取
引
ま

た
は
、
証
明
に
使
用
す
る
と
、

計
量
法
違
反
行
為
と
な
り
、
処

罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
検
査
日
　
１１
月
２４
日
　
・
２５

日
　 

▼
検
査
会
場
　
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー 

▼
検
査
に
必
要
な
も
の
　
検
査

手
数
料
・
質
量
計
・
は
が
き 

▼
そ
の
他
　
質
量
計
の
運
搬
が

困
難
な
場
合
は
、
質
量
計
の
所

在
場
所
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
申
請
す
る
事
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

※
計
量
士
（
有
資
格
者
）
が
定

期
検
査
日
以
前
１
年
以
内
に
検

査
を
行
い
、
愛
知
県
知
事
に
届

け
出
を
し
た
は
か
り
等
は
、
免

除
さ
れ
ま
す
。
　
　 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）

　 
 

●
難
病
患
者
等
の
家
庭
に

　
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す 

  

　
難
病
な
ど
の
た
め
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
家
庭
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。 

▼
対
象
者
　
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
等
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
疾
患
の

患
者 

▼
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
内
容
　 

①
入
浴
や
排
泄
、
食
事
等
の
介

護
　 

②
調
理
や
洗
濯
、
掃
除
等
の
家

事
援
助
　 

③
生
活
等
に
関
す
る
相
談
、
助

言 ▼
費
用
　
生
計
の
中
心
に
な
っ

て
い
る
人
の
前
年
度
所
得
税
額

に
応
じ
た
費
用
負
担
が
あ
り
ま

す
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
福

祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
） 

日

、
８
日

ら
１
日

ご

く

。

５
日

・
日

日
、

日

暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（土） 

（木） 

（金） 

（日） 

） 

） 

れ
ん 

★お詫びと訂正★  
　広報いわくら１０月１５日号７ページでご案内した福祉フェスティバルの内容に 
誤りがありました。謹んでお詫びいたします。 
　赤い羽根コンクール作品展のポスターの部表彰式の時間が「午後１時～」の誤り 
でした。 

手続き 

催し  

し 
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一宮社会保険事 務所  

奏
で
す
。
津
軽
民
謡
だ
け
で
な

★
第
七
児
童
館
…
午
後
２
時
３０

▼
そ
の
他
　
質
量
計
の
運
搬
が

祉
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
９
） 

 
　 ●

一
宮
社
会
保
険
事
務
所
の

　
年
金
業
務
が
時
間
延
長
、

　
休
日
開
庁
さ
れ
ま
す 

  

　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

平
日
の
昼
間
に
は
相
談
で
き
な

い
人
の
た
め
に
年
金
の
業
務
や

相
談
を
時
間
延
長
、
休
日
開
庁

し
て
い
ま
す
。 

▼
時
間
延
長
　
毎
週
月
曜
日
午

後
７
時
ま
で
（
祝
日
、
振
替
休

日
の
場
合
は
翌
日
） 

▼
休
日
開
庁
　
毎
月
第
２
土
曜

日
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時 

※
年
金
週
間
の
１１
月
６
日
　
は

休
日
開
庁
、
８
日
　
か
ら
１１
日

　
ま
で
は
時
間
を
延
長
し
、
午

後
７
時
ま
で
年
金
相
談
を
し
て

い
ま
す
。 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
一
宮
市
新
生
４
―
７
―

１３
） 

▼
持
ち
物
　
相
談
に
つ
い
て
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
、
年
金
証
書
、

印
鑑
、
代
理
の
人
が
お
越
し
の

と
き
に
は
委
任
状
。 

　
手
続
き
の
と
き
は
、
他
に
も

必
要
な
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か

事
前
に
電
話
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―

１
４
１
１
） 

　 
 

●
新
川
流
域
で
開
発
を
行
う

　
際
は
雨
水
浸
透
施
設
の
設

　
置
が
必
要
と
な
り
ま
す 

  

　
愛
知
県
は
、
一
級
河
川
新
川

に
流
れ
込
む
流
域
を
、
平
成
１８

年
１
月
１
日
か
ら
特
定
都
市
河

川
浸
水
被
害
対
策
法
に
基
づ
き

「
特
定
都
市
河
川
流
域
」
に
指

定
し
ま
す
。 

　
特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定

さ
れ
る
と
、
田
畑
な
ど
締
め
固

め
ら
れ
て
い
な
い
土
地
で
行
う

５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
開
発
行

為
（
雨
水
浸
透
阻
害
行
為
…
土

地
か
ら
の
流
出
雨
水
量
を
増
加

さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
）

は
県
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
許
可
に
あ
た
っ
て

は
、
技
術
基
準
に
し
た
が
っ
た

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
設
置
が

必
要
と
な
り
ま
す
（
愛
知
県
の

条
例
改
正
に
よ
り
、
許
可
の
対

象
と
な
る
面
積
を
１
千
平
方
㍍

か
ら
５
０
０
平
方
㍍
に
引
き
下

げ
、対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
）。 

　
対
象
地
域
、
対
象
と
な
る
開

発
行
為
、
許
可
の
窓
口
、
申
請

書
の
様
式
、
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
技
術
基
準
等
に
つ
い
て
は
、

問
合
先
に
確
認
し
て
い
た
だ
く

か
、
新
川
流
域
総
合
治
水
対
策

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

s
u
i.jp

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
建
設
部
河

川
課
計
画
グ
ル
ー
プ
・
企
画
グ

ル
ー
プ
（
☎
０
５
２
―
９
５
４

―
６
５
５
５
）
、
愛
知
県
一
宮

建
設
事
務
所
建
築
住
宅
課
（
☎

０
５
８
６
―
７
２
―
１
４
１

１
）
、
岩
倉
市
土
木
課
維
持
管

理
係
（
☎
６
６
―
１
１
１
１
内

線
６
５
３
）
　 

        

●
水
道
料
金
の
検
針
員
・

　
集
金
員 

  

　
水
道
料
金
の
検
針
お
よ
び
一

部
の
集
金
業
務
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
検
針
員
・
集
金
員
を
募

集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人 

▼
採
用
人
数
　
２
人 

▼
採
用
日
　
１２
月
１
日
　 

▼
応
募
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜

１５
日
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

は
除
く
） 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
） 

▼
報
酬
等
　
検
針
１
件
に
つ
き

６０
円
、
集
金
１
件
に
つ
き
１
０

５
円 

▼
面
接
日
時
　
１１
月
２８
日
　
午

前
１０
時
〜 

▼
面
接
場
所
　
市
役
所
３
階
会

議
室
４ 

▼
申
込
・
問
合
先
　
水
道
課
業

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
６
） 

  

●
保
育
園
パ
ー
ト
職
員

　
（
保
育
士
・
調
理
員
）

　
の
登
録 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
保
育
園
の
パ

ー
ト
職
員（
保
育
士
・
調
理
員
）

の
登
録
を
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　
６５
歳
ま
で
の
健

康
な
人
。
な
お
、
保
育
士
に
つ

い
て
は
、
保
育
士
資
格
ま
た
は
、

看
護
師
資
格
を
有
す
る
人
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
児
童
課
児

童
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
０
） 

（日） 

（火） 

（金） 

（木） 
（火） 

（火） 

（月） 

N

h
ttp
://w

w
w
.s
o
u
g
o
-c
h
i

募集  

一
宮
駅 

一宮社会保険事務所 

真清田神社 

音羽１ 

松降 

本町 

裁判所前 

末広２ 

国道１５５号線 

一宮市役所 

公園公園 公園 

裁判所 
名
鉄 

Ｊ
Ｒ 

産
業 

　
体
育
館 

ス
ー
パ
ー 

豊
島
図
書
館
南 
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●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
出
店
者
　 

  

　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所

駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１１
日
　
午
前
９

時
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
１８

日
　
に
延
期
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先

着
順
） 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ

た
り
間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の

予
定 

▼
募
集
開
始
　
１１
月
１７
日
　
午

前
８
時
３０
分
〜 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上

の
個
人 

▼
出
店
費
用
　
無
料 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】 

　
営
利
を
目
的
と
し
た
物
な
ど

を
販
売
す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま

す
。
申
込
時
に
内
容
を
確
認
し
、

販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓

口
に
あ
る
出
店
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電
話

不
可
）
。
１
人
に
つ
き
１
店
舗

で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政

課
商
工
観
光
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
２
）
　 

  

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

　
参
加
者 

  

　
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
第
６０
回
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
２０
日
　
午
前
１０

時
〜
（
雨
天
予
備
日
２７
日
　
） 

▼
と
こ
ろ
　
野
寄
テ
ニ
ス
コ
ー

ト ▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
ま
た
は
、
在
学
の

人
（
高
校
生
以
上
対
象
） 

▼
参
加
費
　
１
人
５
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
当
日
、
午
前
９

時
か
ら
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）

ま
た
は
、
岩
倉
市
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
小
池
（
☎
３
７
―
１
８

７
８
） 

　 
 

●
愛
知
万
博
後
の
愛
知
青
少

　
年
公
園
の
新
公
園
名
称 

  

　
愛
知
県
で
は
、
愛
知
万
博
長

久
手
会
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た

愛
知
青
少
年
公
園
の
２１
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
新
名
称
を
募
集
し

ま
す
。 

▼
募
集
期
限
　
１１
月
３０
日
　

（
必
着
） 

▼
新
公
園
名
称
応
募
用
紙
の
配

布
先
　
愛
知
県
公
園
緑
地
課
・

市
役
所
都
市
計
画
課 

▼
応
募
・
問
合
先
　
愛
知
県
建

設
部
公
園
緑
地
課
大
規
模
公
園

グ
ル
ー
プ
（
〒
４
６
０
―
８
５

０
１
（
住
所
不
要
）
☎
０
５
２

―
９
５
４
―
６
５
２
８
　
０
５

２
―
９
５
３
―
５
３
２
９
、 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　  

） 

　 
 

●
「
元
気
！
　
森
も
り
祭
」

　
―
尾
張
地
域
育
樹
祭
―

　
参
加
者 

  

　
少
し
体
を
動
か
す
と
心
地
よ

い
こ
の
季
節
、
森
づ
く
り
と
森

の
め
ぐ
み
を
体
験
す
る
育
樹
祭

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
　
１２
月
３
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
２
時 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
森
林
公
園

（
尾
張
旭
市
大
字
新
居
） 

▼
内
容
　
森
づ
く
り
体
験
（
除

伐
に
よ
る
森
林
整
備
作
業
）
、

森
の
め
ぐ
み
体
験
（
き
の
こ
汁
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
森
林

浴
健
康
体
操
等
） 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に

「
元
気
！
　
森
も
り
祭
参
加
希

望
」
と
ご
記
入
の
う
え
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
は

が
き
１
通
で
４
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
（
５
人
以
上
の
記
名
は

無
効
）
。
抽
選
の
結
果
、
参
加

決
定
者
に
は
、
１１
月
２５
日
ま
で

に
連
絡
し
ま
す
。 

▼
応
募
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜

１５
日
　
（
必
着
） 

▼
そ
の
他
　
作
業
の
で
き
る
服

装
で
、
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
お
昼
に
「
き
の
こ
汁
」

を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
尾

張
農
林
水
産
事
務
所
林
務
課

（
〒
４
６
０
―
０
０
０
１
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
６
―
１

☎
０
５
２
―
９
６
１
―
１
７
３

７
） 

２

０

０

・

２

ー

（日） 

（木） 

（日） 

） 

（土） 

（水） 

（日） 

（日） 

（火） 

（火） 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
 

/ko
e
n
/

人に会う旅パート１４「ピナトゥボ交流訪問団」 
　岩倉市国際交流協会では、フィリ
ピン・ピナトゥボ交流訪問団の団員
を募集します。 
　内　容　フィリピン・ピナトゥボ
火山地域に毎年訪問し、今回で１４
回目を迎えます。 
　今までに、小・中学生を含む２００
人以上の人が参加し、ホームステイ
をしながら、小学生との交流など、
心温まる多くの出会いを体験してき
ました。 
　訪問期間　平成１８年３月２６日（日）～４月１日（土）（現地の
都合等で日程が１、２日程度変更になる場合があります） 
　募集人数　大人１０人、子ども（小学校５年生～中学生）１０人程
度（申し込み多数の場合は先着順） 
　参加費　約１２万円（渡航費等） 
※パスポートをお持ちでない人は手続きの費用が必要です。また、１４
歳以下の子どもは、ビザの手続き費用も必要となります。 
　申込期限　１１月３０日（水） 
　後　援　岩倉市、岩倉市教育委員会 
　申込・問合先　岩倉市国際交流協会事務局（内藤☎６６―７３４７
または、関戸☎６６―７９４３） 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
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●
小
学
生
ス
ケ
ー
ト
教
室 

  

　
岩
倉
市
体
育
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
小
学
生
ス
ケ
ー
ト
教

室
を
開
催
し
ま
す
。 

　
経
験
の
な
い
人
で
も
、
半
日

の
教
室
で
軽
快
に
す
べ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

▼
と
き
　
１２
月
１０
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
市
ス
ポ
ー
ツ

文
化
セ
ン
タ
ー
ス
ケ
ー
ト
場

（
現
地
集
合
） 

▼
対
象
　
小
学
生 

▼
参
加
料
　
１
千
円 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
申
込
日
時
　
１１
月
２５
日
　
午

後
７
時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
受
け
付
け
ま

す
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

午
後
７
時
の
時
点
で
抽
選
し
ま

す
）
。 

※
１
人
で
複
数
人
分
の
受
け
付

け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２

２
２
） 

  

●
手
描
き
染
め
教
室
・
手
織
教
室 

　
　
　
一
宮
地
場
産
業
Ｆ
Ｄ
Ｃ 

  

　
一
宮
地
場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
（
略
称

Ｆ
Ｄ
Ｃ
）
で
は
、
繊
維
産
業
の

発
展
と
地
域
文
化
の
向
上
を
目

指
し
て
、
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
「
Ｆ
Ｄ
Ｃ
手
描
き
染

め
教
室
」「
Ｆ
Ｄ
Ｃ
手
織
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
初
め
て
の
人
を
対
象
と
し
た

講
座
内
容
で
す
。
　
　
　
　
　

手
描
き
染
め
教
室 

▼
と
き
　
１２
月
７
日
　
・
１４
日

　
・
２１
日
　
、
平
成
１８
年
１
月

１１
日
　
・
１８
日
　
・
２５
日
　
午

前
１０
時
〜
正
午 

▼
と
こ
ろ
　
　
一
宮
地
場
産
業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
４
階
研
修
室 

▼
講
師
　
冨
田
悦
子
さ
ん
（
堀

江
染
織
研
究
所
）
、
西
岡
十
三

子
さ
ん
（
助
手
） 

▼
内
容
　
ハ
ン
カ
チ
に
よ
る
色

見
本
作
成
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ

ー
の
染
色
、
ハ
ン
カ
チ
の
藍
染 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
染

料
、
筆
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
の
材

料
費
２
千
円
が
必
要
） 

▼
定
員
　
２５
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
が
一
定
数
に
満
た
な

い
と
き
は
実
施
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
） 

手
織
教
室 

▼
と
き
　
１２
月
８
日
　
・
１５
日

　
・
２２
日
　
、
平
成
１８
年
１
月

５
日
　
・
１２
日
　
・
１９
日
　
午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
津
島
児
童
科
学
館

２
階
視
聴
覚
室
（
津
島
市
南
新

開
町
２
―
７４
☎
０
５
６
７
―
２

４
―
８
７
４
３
） 

▼
講
師
　
駒
澤
え
つ
こ
さ
ん

（
手
織
工
房
や
ま
も
も
）
、
松

田
小
百
合
さ
ん
（
助
手
） 

▼
内
容
　
マ
フ
ラ
ー 

▼
受
講
料
　
３
千
円
（
他
に
材

料
費
が
１
千
円
程
度
必
要
） 

▼
定
員
　
２０
人
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
、
締
め
切
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
が
一
定
数
に
満
た
な

い
と
き
は
実
施
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
） 

▼
受
付
期
間
　
１１
月
１
日
　
〜

１１
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
直
接
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
　
一
宮
地

場
産
業
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
（
〒
４
９
１
―
０

９
３
１
一
宮
市
大
和
町
馬
引
字

南
正
亀
４
―
１
☎
０
５
８
６
―

４
６
―
１
３
６
１
） 

 

 

（土） 

（金） 

（水） 

（木） 

（木） 

（木） 

（木） 

（木） 

（木） 

（火） 

（金） 

（水） 

（水） 

（水） 
（財） 

（財） 

（水） 

（水） 

　いわくら塾では、茶の湯を体
験しながら、作法を学んでもら
おうと「茶の湯体験教室」を開
きます。 
　と　き　１１月１９日（土）
午前１０時～１１時３０分 
　ところ　史跡公園鳥居建民家 
　対　象　小・中学生 
　内　容　茶の湯作法（お抹茶、お菓子）、文化財の紹介 
　参加費　１人２００円（当日集めます） 
　募集人数　２０人 
　講　師　服部美智子さん 
　締切日　１１月１２日（土）（定員になりしだい、締
め切ります） 
　申込方法　各児童館で受け付けています。 
　主　催　いわくら塾 
　後　援　岩倉市、岩倉市教育委員会 
　問合先　福冨（☎　３７―２５３２） 

作法を学んでみませんか！ 

第２回茶の湯体験教室 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

と
み
　
た
　
え
つ
　
こ 

こ
ま
　

ざ
わ 

ま
つ 

だ
　
さ
　
ゆ

　
り 

に
し
　

お
か
　
と
　
み 

こ 

未成年者喫煙防止啓発キャンペーン 未成年者喫煙防止啓発キャンペーン 

　１１月は、全国青少年健全育成強調月間です。 
　これに合わせて、愛知県たばこ販売協同組合連
合会、小牧たばこ販売協同組合では、「未成年者
喫煙防止キャンペーン」を実施します。 
　このキャンペーンでは、たばこ組合加盟店店頭
で、キャンペーンポスターの掲示やＰＲ用ポケッ
トティッシュの配布などを通じて、未成年者の喫
煙防止を呼びかけます。 
　皆さんも未成年者の喫煙防止にご協力ください。 

はっとり み　ち　こ 

講座  
教室  

平成17年11月1日 15



　 
       

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
へ 

  

▼
対
象
者 

　
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
接
種

当
日
に
満
６５
歳
以
上
の
希
望
者 

　
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に

障
害
を
有
し
、
自
己
の
日
常
生

活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
を
有
す
る
希
望
者 

▼
接
種
日
　
１１
月
２４
日
　
・
２５

日
　
・
２８
日
　
・
２９
日
　
・
３０

日
　
、
１２
月
１
日
　
・
２
日
　
・

７
日
　
・
８
日
　
・
９
日
　
・

１２
日
　 

※
接
種
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら

行
い
ま
す
。 

▼
接
種
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
費
用
（
個
人
負
担
）
　
５
５

０
円
（
接
種
日
に
い
た
だ
き
ま

す
） 

▼
申
込
方
法
　
表
の
と
お
り
各

地
区
で
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

最
寄
り
の
受
付
会
場
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
（
代
理
人
可
。
電

話
不
可
）
。 

※
な
お
、
６５
歳
以
上
で
要
介
護

認
定
（
１
〜
５
）
を
受
け
て
い

る
人
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
医
療
機
関
で
も
接
種

が
で
き
ま
す
の
で
、
医
療
機
関

ま
た
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
　 

  

●
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

　
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す 

  

　
予
防
接
種
施
行
令
等
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１８
年
４
月
１
日

か
ら
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種
接
種
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す
。 

　
変
更
の
内
容
は
表
の
と
お
り

で
す
。 

　
な
お
、
平
成
１７
年
２
・
３
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成

１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
麻
し
ん
・

風
し
ん
両
方
の
予
防
接
種
を
終

了
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、

４
月
以
降
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

▼
麻
し
ん
予
防
接
種
実
施
日 

１１
月
１０
日
　
、
平
成
１８
年
１
月

１１
日
　
、
２
月
８
日
　
、
３
月

９
日
　 

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
風
し
ん
予
防
接
種
実
施
日 

１１
月
９
日
　
、
１２
月
１５
日
　
、

平
成
１８
年
２
月
３
日
　
、
３
月

３
日
　 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
） 

　 　 
      

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。 

　
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当
事

者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

登
録
物
品
（
１０
月
１
日
現
在
） 

▼
譲
り
ま
す
　
小
型
耕
運
機
、

デ
ジ
タ
ル
ピ
ア
ノ 

▼
求
め
ま
す
　
歩
行
器
、
ビ
ニ

ー
ル
プ
ー
ル
、
冷
温
庫
、
ベ
ビ

ー
ベ
ッ
ド
に
付
け
ら
れ
る
メ
リ

ー
、
お
ん
ぶ
・
だ
っ
こ
兼
用
ひ

も
、
赤
ち
ゃ
ん
用
爪
切
り
、
ベ

ビ
ー
バ
ス
水
温
計 

▼
あ
げ
ま
す
　
ベ
ビ
ー
バ
ス
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
　
　 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

（木） 

（金） 

（月） 

（火） 

（水） 
（水） 

（木） 

（金） 

（木） 

（金） 

（月） 

（金） 

（金） 

（木） 

（水） （木） 

（水） 

（水） 

（木） 

（ １ ） 

（ ２ ） 

※保健センターでは、申し込み期間中（１１月１４日～２１日ま 
　で、土・日曜日は除く）予約を受け付けます。 
※ご希望の日がある場合は、保健センターの申し込み日にお越し 
　ください。 
※各日先着順で受け付け、定員になり次第締め切りますので、ご 
　希望の日の予約ができないことがあります。 

予約受付会場及び日時 

　問合先　岩倉市保健センター（☎３７―３５１１） 

★対象年齢であっても、下記①・②に該当する場合は、混合ワクチンの接種ができなくなりま 
　すのでご注意下さい。 
①麻しん・風しんのどちらかの予防接種をすでに受けている人 
②麻しん・風しんのどちらかの疾患にかかった人 

▼
 

受 付 日 時  

１１月１４日（月） 

受 付 日 時  

１１月１５日（火） くすのきの家 大上市場会館 

第七児童館 

南部老人憩の家 

八剱会館 

東町会館 

野寄町公会堂 

第五児童館 

石仏会館 

第三児童館 

保健センター 保健センター 

午前８：３０～１２：００ 

午前１０：００～１１：００ 

午後１：００～５：００ 

午後２：００～３：００ 

　　　１６日（水） 

　　　１７日（木） 

　　　１８日（金） 

　　　２１日（月） 

ワクチン 麻しん・風しん単独ワクチン 
現行（平成１８年３月３１日まで） 改　正　後　　　（平成１８年４月１日以降） 

麻しん・風しん混合ワクチン 
１歳～２歳未満 

混合ワクチンを第１期・第２期で接種（計２回） 

５歳～７歳未満の人で小学校就学前の人 
第１期 
第２期 

１歳～７歳６か月未満 

麻しん・風しん単独ワクチンを 
それぞれ１回ずつ接種 

対象年齢 

接種回数 
 

相 談 
その他 

健康  
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秋の全国火災予防運動（１１月９日（水）～１５日（火）） 

　秋は、空気が乾燥し火災の起こりやすい時
期です。火の用心に心がけてください。 
　秋の全国火災予防運動期間中には、セスナ
機でのＰＲ（９日と１５日）と、１１月９日
には岩倉市消防本部と岩倉市危険物安全協会
が市内で防火ＰＲを行います。 
今年（１～９月）の岩倉市の火災状況 
　建物火災８件、その他（枯草・積わら等）
火災８件、車両火災４件、合計２０件です。
死傷者は３人です。主な火災の原因は、放火
（疑いを含む）１０件、たばこ２件の順です。 
【火の用心　６つのポイント】 
★家のまわりに燃えやすいものを置かない。 
★寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。 
★天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
★子どもには、マッチやライターで遊ばせな
い。★電気器具は正しく使い、たこ足配線は
しない。★ストーブには、燃えやすいものを
近づけない。 
◎火災を発見したら、一刻も早く１１９番通
報を！ 

防火ポスター優秀作品 

平成１７年度防火ポスター優秀作品展示先一覧表 

　岩倉市危険物安全協会主催、岩倉市および岩倉金融機関後
援で市内の小学校６年生を対象に防火ポスターを募集し、そ
の中から次の皆さんの作品が優秀作品に選ばれました。 
　作品は、火災予防運動期間中、次の表のとおり展示します
ので、皆さん、ぜひ、ご覧ください。 
　問合先　消防本部総務課予防防災係（☎３７―５３３３内
線２２２） 

▲市長賞　勝田千晴(五条川小学校)

▲議長賞　奥田真以(岩倉南小学校)

岩倉市役所 
（２階市民ギャラリー） 

岐 阜 銀 行  
岩 倉 支 店  

ＵＦＪ銀 行  
岩 倉 支 店  

愛 知 銀 行  
岩 倉 支 店  

市 長 賞  勝田千晴（五条川） 
議 長 賞  奥田真以（岩倉南） 
協会長賞 高嶋いおり（岩倉北） 
協会長賞 奥田奈美（五条川） 
消防長賞 田中亜実（岩倉南） 
特 選  大山真奈美（岩倉東） 
入 選  野田愛美（曽野） 
佳 作  石黒結衣（岩倉北） 
佳 作  鈴木萌未（五条川） 
金融機関賞 鈴木瑛里（五条川） 
協会長賞 岸　政徳（岩倉北） 
消防長賞 高橋円香（岩倉南） 
消防長賞 横井友祐（曽野） 
特 選  増田有紀子（岩倉東） 
入 選  石黒汐里（岩倉北） 
佳 作  吉田絵巳香（曽野） 
金融機関賞 佐竹帆乃香（岩倉北） 
協会長賞 北川絵恵（岩倉南） 
消防長賞 中村美陽（岩倉北） 
特 選  白前亜莉沙（曽野） 
入 選  北澤彩乃（岩倉北） 
佳 作  入江千夏（岩倉南） 

十 六 銀 行  
岩 倉 支 店  

中 京 銀 行  
岩 倉 支 店  

金融機関賞 山田雅美（岩倉北） 

佳 作  伊藤幸代（曽野） 

協会長賞 平野滋隆（岩倉南） 
消防長賞 小林祐奈（岩倉北） 
特 選  鷲津有希（曽野） 
入 選  猪子果穂（岩倉東） 
佳 作  櫻井亜美（岩倉南） 
佳 作  三浦彩加（五条川） 
金融機関賞 佐藤　麗（岩倉北） 
協会長賞 野田沙也香（五条川） 
消防長賞 森島周太（岩倉北） 
特 選  武藤由起（曽野） 
入 選  塩見真央（岩倉東） 
佳 作  柴田璃瑳（岩倉南） 
佳 作  大倉未来（曽野） 
金融機関賞 葛野さつき（岩倉北） 
協会長賞 河合真弓（岩倉東） 
消防長賞 菱川奈実（五条川） 
特 選  横井亜也奈（曽野） 
入 選  織田　葵（岩倉東） 
佳 作  白木亜沙美（岩倉南） 
佳 作  山本愛理（曽野） 

名古屋銀行 
岩 倉 支 店  

いちい信用金庫 
愛北営業部 

愛知北農業協同
組合岩倉支店 

金融機関賞 山原直紀（岩倉北） 
協会長賞 尾崎文香（曽野） 
消防長賞 井上聡子（五条川） 
特 選  水野愛梨（岩倉東） 
入 選  石川敦士（岩倉北） 
佳 作  谷口未祥（岩倉東） 
佳 作  土田果林（曽野） 
金融機関賞 田中　咲（岩倉南） 
協会長賞 村尾麻佑子（五条川） 
消防長賞 大瀬良啓佑（岩倉北） 
特 選  井口綾菜（岩倉北） 
入 選  鶴丸将士（岩倉北） 
入 選  横山史絵（岩倉東） 
佳 作  山田愛莉（曽野） 
金融機関賞 子安志歩（岩倉北） 
協会長賞 清水悠衣（曽野） 
消防長賞 木之下萌子（岩倉東） 
特 選  関戸資美（岩倉北） 
特 選  森　友司（五条川） 
入 選  伊藤隆徳（岩倉北） 
佳 作  山本沙也香（曽野） 

展　示　先 賞　名 氏名（小学校名） 展　示　先 賞　名 氏名（小学校名） 展　示　先 賞　名 氏名（小学校名） 

▼
 

応募総数４２６点 

かつ　だ　ち　はる 

おく　だ　ま　い 
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●
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１

　
９
番
通
報
が
直
接
つ
な

　
が
り
ま
す
　 

  

　
市
内
か
ら
の
携
帯
電
話
に
よ

る
１
１
９
番
通
報
が
、
１１
月
８

日
　
か
ら
は
、
岩
倉
市
消
防
本

部
に
直
接
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
、
代
表
消
防
本
部

（
一
宮
市
消
防
本
部
、
名
古
屋

市
消
防
局
、
春
日
井
市
消
防
本

部
等
）
か
ら
転
送
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
直
接
通
話
に
よ
り
災

害
へ
の
対
応
が
早
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
岩
倉
市
の
境
界
付
近

で
は
他
市
の
消
防
本
部
に
つ
な

が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
従
来
通
り
転
送
さ
れ
ま

す
。 

携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
の
注
意
事
項 

★
か
け
る
前
に
現
場
の
住
所
、

目
標
物
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。 

★
落
ち
着
い
て
正
確
に
内
容
を

話
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
は
、

必
ず
安
全
な
場
所
に
停
車
し
て

か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。 

★
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

★
市
境
界
付
近
で
は
、
他
の
消

防
本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
他
の
消
防
本
部
に
つ

な
が
っ
た
と
き
は
、
災
害
地
点

が
岩
倉
市
内
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
岩
倉
市
消
防

本
部
に
転
送
さ
れ
ま
す
。 

★
通
話
終
了
後
も
電
源
を
切
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

（
☎
３
７
―
５
３
３
３
）
　 

　 
 

●
献
血
・
骨
髄
ド
ナ
ー
登

　
録
に
ご
協
力
を 

  

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

年
間
を
通
じ
て
献
血
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
の
登

録
会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。 

　
登
録
で
き
る
人
は
、
１８
歳
か

ら
５４
歳
ま
で
の
健
康
で
骨
髄
提

供
の
内
容
を
十
分
に
理
解
さ
れ
、

家
族
の
同
意
を
得
て
い
る
人
で

す
。 

　
現
在
、
登
録
者
数
は
全
国
で

２１
万
人
で
す
が
、
患
者
さ
ん
と

骨
髄
提
供
者
の
白
血
球
を
一
致

さ
せ
る
た
め
に
は
３０
万
人
の
登

録
が
必
要
で
す
。 

　
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
１１
月
１３
日

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

▼
受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
午

後
３
時 

▼
後
援
　
岩
倉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
、
た
だ

し
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

は
、
江
南
保
健
所
衛
生
課
（
☎

５
７
―
２
１
５
７
） 

　 
 

●
国
民
生
活
金
融
公
庫
融

　
資
相
談
会 
  

　
岩
倉
市
商
工
会
と
国
民
生
活

金
融
公
庫
一
宮
支
店
の
共
催
で
、

年
末
資
金
の
ほ
か
、
経
営
多
角

化
・
事
業
転
換
な
ど
を
図
る
方

向
け
の
融
資
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
１１
月
１８
日
　
午
前
１０

時
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
商
工
会 

主
な
融
資
制
度
の
概
要 

【
国
の
事
業
ロ
ー
ン
】 

▼
融
資
限
度
　
４
千
８
０
０
万

円 ▼
返
済
期
間
　 

★
運
転
資
金
…
原
則
５
年
以
内

（
据
置
１
年
以
内
） 

★
設
備
資
金
…
原
則
１０
年
以
内

（
据
置
２
年
以
内
） 

★
利
率
…
年
１
・
５
５
㌫
（
固

定
、
９
月
２０
日
現
在
） 

【
新
事
業
活
動
促
進
資
金
】 

（
第
二
創
業
な
ど
を
図
る
方
向

け
の
新
制
度) 

▼
融
資
限
度
　
７
千
２
０
０
万

円 ▼
返
済
期
間 

★
運
転
資
金
…
５
年
以
内
（
う

ち
据
置
１
年
以
内
） 

★
設
備
資
金
…
１５
年
以
内
（
う

ち
据
置
２
年
以
内
） 

★
利
率
…
年
０
・
６
５
㌫
〜
１
・

 
（火） 

（日） 

（金） 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
書
き
た
い
、
書
け
な
い
、

「
書
く
」
の
壁 

　
　
丸
谷
　
才
一
　
著
者
代
表 

　
　
　
　
分
類
　
言
語
・
語
学

　 
      

　
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話
の
普
及
、

日
本
語
の
読
み
書
き
能
力
は
低

迷
し
て
い
る
。
子
ど
も
や
部
下

を
、
こ
ん
な
字
も
知
ら
な
い
の

か
！
　
と
叱
る
前
に
読
ん
で
お

き
た
い
、
日
本
語
エ
キ
ス
パ
ー

ト
た
ち
３０
人
の
提
言
。 

  ★
ち
き
ゅ
う
の
う
え
で
（
い
の

ち
の
た
び
の
お
は
な
し
）
　 

　
　
　
　
沢
田
と
し
き
　
さ
く 

★
忍
者
に
ん
に
く
丸
　 

　
　
　
か
わ
ば
た
ま
こ
と
　
作 

★
行
事
む
か
し
む
か
し
　 

　
　
　
　
た
に
し
ん
す
け
　
文 

　
　
　
あ
か
さ
か
み
よ
し
　
絵 

ま
る
　
や
　
　
　
さ
い
　

い
ち 

　１０月８日、パキスタン北部で大規模な
地震が発生しました。死傷者は１０万人を
超え、救助隊による作業が連日続いていま
すが、雨や低温などにより被災者には厳し
い状況となっています。 
　現地では、国際社会の救援も本格的に始
まってきています。 
　岩倉市でもパキスタン北部地震被災者の
ための募金活動を次のとおり行っています。 
　皆さんの温かい心をパキスタンへ届けま
しょう。 
　募金箱設置場所　市役所、図書館、公民
館、保健センター、老人憩の家、南部老人
憩の家、みどりの家、くすのきの家、総合
体育文化センター、ふれあいセンター 
　問合先　福祉課（☎３８―５８０９） 

パキスタン北部地震災害救援募金 
にご協力をお願いします 
 

▼
 

▼
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す

 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係

） 

★
利
率

年

㌫

５
５
㌫
（
固
定
、
９
月
２０
日
現

在
） 

※
申
し
込
み
や
相
談
を
ご
希
望

の
人
は
、
１１
月
１５
日
　
ま
で
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
連
絡
・
問
合
先
　
岩
倉
市
商

工
会
（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）

ま
た
は
、
国
民
生
活
金
融
公
庫

一
宮
支
店
（
☎
０
５
８
６
―
７

３
―
３
１
３
１
） 

　 
 

●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
） 

　 
 

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
た
り
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
い
つ
で
も
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
室
で
お
子
さ
ん
を
遊
ば

せ
な
が
ら
、
気
兼
ね
な
く
お
話

し
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先 

表
の
と
お
り 

 

（火） 

 

市民相談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室となってい
ますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩をいた
だきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
１１月　４日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
１１月　６日（日）・２０日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
１１月　７日（月）・２１日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１１月　８日（火）・２４日（木）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午前９時
から、市民相談室で当月分の予約を受け付けます（先着順、
電話可）。 
■登記相談 
１１月　９日（水）午後１時～４時 
■不動産相談 
１１月１０日（木）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
１１月１０日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１１月１１日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
１１月１１日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
１１月１８日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
１１月２８日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、一人で
くよくよしていても、何の解決にもなりません。経験豊かな
ボランティアが電話で相談をお受けします。お気軽におかけ
ください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、振替休
日を除く） 

▼
 

▼
 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

Advice and Consultation for Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
　６．Nov（Sun）、２０．Nov（Sun） 
１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros  
(Associacao de Internacional de Iwakura) 
　６／novembro（domingo）Das、 
２０／novembro（domingo）Das 
１３：００～１５：００hs

～ ra) 

指 名 競 争 入 札 結 果  
（９月１５日） 

 工事名等 

工事場所等 

契約業者名 

契約金額（円） 

期　　間 

 
 

　
　
　
あ
か
さ
か
み
よ

　
絵 

や
ま
　
だ
　
か
ず
　
ゆ
き 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

大地町小森５ 
☎　  ３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　  ３８―２３８７ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

防護柵設置工事 

川井町外地内 

㈲八信建設 

２,０４７,５００ 

９/２１～１１/２１ 
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田
中
浩
・
ゆ
か
り
さ
ん
の
長
男
慎

太
郎
く
ん
（
１
歳
）
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

 
甘
え
ん
坊
の
慎
ち
ゃ
ん
。
 

　
こ
の
１
年
病
気
１
つ
せ
ず
元
気
に

育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
 

　
ち
っ
ち
ゃ
な
あ
な
た
を
初
め
て
こ

の
手
に
抱
い
た
時
、
こ
の
世
に
こ
ん

な
幸
せ
が
あ
る
の
か
と
涙
し
た
日
を

思
い
出
し
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
パ
パ
と
マ
マ

と
親
子
で
手
と
手
を
取
り
合
っ
て
し

っ
か
り
と
歩
ん
で
い
こ
う
ね
。
 

た
　
な
か
　

ひ
ろ
し 

慎
太
郎
く
ん 

し
ん
　
た
　
ろ
う 

　
９
月
１２
日
、
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
作
成
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
市
長
を
訪

れ
、
委
員
長
の
丹
羽
忠
子
さ
ん
か
ら
市

長
に
報
告
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
岩
倉
市
の
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

は
、
住
ん
で
良
か
っ
た
ま
ち
に
す
る
た

め
の
市
民
共
通
の
合
言
葉
と
し
て
定
め

ら
れ
た
岩
倉
市
民
憲
章
を
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
５
年
度

か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。
 

 
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
公
募
で
委
嘱

し
た
市
民
委
員
の
皆
さ
ん
に
そ
の
年
の

テ
ー
マ
や
内
容
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

毎
年
個
性
豊
か
な
カ
レ
ン
ダ
ー
が
作
ら

れ
て
き
て
お
り
、
過
去
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
 

 
平
成
１８
年
の
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で
地
元

出
身
の
戦
国
武
将
山
内
一
豊
公
と
千
代

様
の
生
涯
を
描
い
た
司
馬
遼
太
郎
さ
ん

原
作
の
「
功
名
が
辻
」
が
放
映
さ
れ
る

こ
と
に
ち
な
み
、
「
郷
土
の
英
雄
　
山

内
一
豊
の
生
涯
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

岩
倉
在
住
の
絵
本
作
家
正
高
素
子
さ
ん

の
絵
を
中
心
に
原
案
が
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
 

　
新
し
い
年
を
彩
る
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

１２
月
の
始
め
に
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
配

り
す
る
予
定
で
す
。
平
成
１８
年
の
ま
ち

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
 

に
　
わ
　
た
だ
　
こ
 

ま
さ
　

た
か
　

も
と
　
こ
 

し
　
ば
　
り
ょ
う
　
た
　
ろ
う
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防災ボランティア支援本部の仕組みを知って被災者の自立を支援しよう！
し　　みず ひろ　　あき 

●あいち防災リーダー　　清水　敬明 

　
門
澤
茂
・
京
子
さ
ん
の
長
女
怜
ち

ゃ
ん
（
４
歳
）
と
二
女
茉
央
ち
ゃ
ん

（
１
歳
）
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
パ
パ
と
マ
マ
の
も
と
に
産
ま
れ
て

か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
４
歳
に
な
り

ま
し
た
ね
。
 

　
そ
し
て
、
３
年
後
の
同
じ
日
に
妹

が
産
ま
れ
て
一
緒
に
喜
ん
だ
よ
ね
。
 

　
お
て
ん
ば
な
姉
妹
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
仲
良
し
の
２
人
で
い
て
く
だ

さ
い
ね
。
パ
パ
と
マ
マ
は
２
人
の
成

長
を
楽
し
み
な
が
ら
見
守
っ
て
い
き

ま
す
ね
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
家
族
で
笑
っ
た
り
泣

い
た
り
し
な
が
ら
、
想
い
出
た
く
さ

ん
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。
 

か
ど
　

さ
わ
　

し
げ
る 

き
ょ
う
　
こ 

怜
ち
ゃ
ん 

茉
央
ち
ゃ
ん 

れ
い ま

　
　
お 

　大災害発生時の、消防・警察等行政

機関の応急対応等は、人命救助が最優

先。緊急を要しない被災者の救援要請

は遅れがちになります。 

　また、行政機関も被災による機能低

下で、被災者の多様な救援要請へのき

め細かい対応は困難な状況になります。 

　そのような状況下では、自由・独自

性・創造性を持ったボランティアの存

在が重要になります。被災された方と

ボランティアを結びつけ、ボランティ

ア活動が効率的に進められ、被災者が

早く自ら立ち直っていただく事を支援

する目的で、ボランティア支援本部が

災害対策本部に続いて設置されます。 

（上） 

 （下） 

 

ボランティア 被災者 

防災ボランティア支援本部 
被災者の救援要請と 
ボランティアを調整 

どこのどのような 
救援要請があるのか 
確認し活動 

１ 被災家屋の片付け・清掃 
２ 家財道具の搬出・運搬 
３ 水汲み・炊き出し 
４ 救援物資の集配・整理 
５ 物資運搬 
６ 安否確認 
７ 各種情報収集と提供 
８ 避難所での支援　ほか 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
 

活
動
紹
介
 

支援活動を実施 
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運　動　会運　動　会
曽
野
小
学
校
運
動
会
　
 

　
「
・
・
・
・
フ
レ
ー
フ
レ
ー
赤
、
フ
レ
ー
フ
レ
ー

青
、
フ
レ
ー
フ
レ
ー
黄
、
フ
レ
ー
フ
レ
ー
緑
、
フ
レ

ー
フ
レ
ー
桃
　
元
気
な
曽
野
小
運
動
会
」
と
歌
声
が

響
く
。
９
月
２４
日
土
曜
日
、
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
「
走
り
ぬ
け
！
　
そ
こ
に
は
勝
利
が
待
っ
て

い
る
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
児
童
は
、
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
思
い
切
り
走
っ
た
り
、
ダ

ン
ス
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
 

　
本
校
の
運
動
会
の
特
色
は
、
レ
イ
ン
ボ
ー
対
抗
で

競
技
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
全
校
が
、
赤
・
青
・

黄
・
緑
・
桃
の
５
色
に
分
か
れ
て
演
技
、
応
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
全
校
の
親
子
で
踊
る「
岩
倉
音
頭
」

な
ど
の
親
子
種
目
も
あ
っ
て
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。
 

　
レ
イ
ン
ボ
ー
種
目
に
は
１
〜
３
年
合
同
の
「
力
を

合
わ
せ
て
レ
イ
ン
ボ
ー
」
、
４
〜
６
年
合
同
の
「
燃

え
て
レ
イ
ン
ボ
ー
」
、
１
〜
６
年
代
表
が
出
場
す
る

「
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
レ
ー
」
な
ど
が
あ
り
、
異
学
年
が

力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
が
心
を
一
つ
に
し
て
、
み
ん
な
で
作
っ
た

応
援
旗
を
力
強
く
振
っ
て
応
援
も
行
い
ま
し
た
。
結

果
は
、
桃
色
が
優
勝
で
し
た
が
、
ど
の
児
童
も
大
満

足
の
１
日
で
し
た
。
 

▲ダンス「ＮＯ　ＭＯＲＥ　ＣＲＹ」 

▲岩倉音頭 

▲「レインボーリレー」 

▲組体操「心・技・体２００５」 

　いよいよ、うんめいの５０㍍走がやっ
てきました。けっきょくビリだったけど、
がんばって走ったので、うれしかったで
す。ママもおばあちゃんも、「はなきが、
がんばったならいいんだよ。」といって
くれました。 
　３人でたべたおべんとうはおいしかっ
たです。 

２年３組　山本　葉菜木 
　いちばんたのしかったのは、「ノーモ
アクライ」のダンスです。がんばってお
どったので、みんなにはくしゅをたくさ
んしてもらいました。とてもうれしかっ
たです。らいねんのうんどうかいでも、
またダンスをおどりたいです。そしてみ
んなにじょうずなダンスをみせたいです。 

１年２組　上田　桃歌 

　私たち５年生は、運動会で「モンキー
マジック」をやりました。竹を２人で持
って１人がぶらさがる競技です。私はぶ
らさがる役です。かついでくれる友だち
は引っ越してきたので話した事がなかっ
たけれど、練習しているうちに仲良くな
れました。失敗もあったけれど、私たち
の色の青が勝ちました。 

５年２組　近藤　茉結 

　運動会で楽しかったことは、「リング
×２」でした。お母さんは大きいからお
そいと思っておそくしたけど、おされて
おされてたまりませんでした。ゴールに
ついたしゅん間、お母さんは、前に学校
の先生をしてて、一番とく意なのは体育
と言っていたことを思い出しました。お
そくしてしまったなあとこうかいしまし
た。 

３年２組　久山　奈穂 
　ぼくが全力を出してがんばったきょう
ぎは９０㍍走とレインボーリレーです。
９０㍍走では、と中でくつがぬげて力が
出しきれずおそくなってしまいました。
くやしかったのでレインボーリレーでは、
くつがぬげないように気をつけました。
声えんがすごかったのできんちょうした
けど、一人ぬかすことができてほっとし
ました。 

４年３組　日比野　哲也 

　小学校最後の運動会で、私ががんばっ
たのは組体操です。その中でもフィナー
レをがんばりました。フィナーレは３人
ピラミッドで、周りの演技に比べれば簡
単な演技だけど、一生けん命やりました。
フィナーレは他の演技の時よりも倍のは
く手があり、がんばってよかったなあと
思いました。 

６年１組　野口　愛美 

やま　もと 

く　やま 

は　　な　　き 

ひ　　び　　の な　　ほ 

こん　どう ま　　ゆ 

うえ　た もも　か 

の　ぐち まな　み 

てつ　や 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　１０月８日、一宮市民会館で第１２回一豊公＆千代様サミ
ットが開かれました。 
　このサミットは、山内一豊公と妻千代様ゆかりの１２市町
が、それぞれの地域の歴史を振り返りながら交流を図り、共
に地域振興を考えるために開かれており、今回、岩倉市、一
宮市、犬山市の合同主催で開催されました。 
　この日の催し物では、サミット開始当時からの念願だった

司馬遼太郎さん原作の「功名が辻」が、ＮＨＫの大河ドラマ

として来年１月から放映されることにちなんで、ＮＨＫの大

加章雅プロデューサーと松平定知アナウンサーから、ドラマ
制作現場や、山内一豊・千代夫妻に関するエピソードなどが
披露されました。会場を訪れた１，３００人の皆さんは、地
元ゆかりの英雄の活躍に思いを馳せながら、熱心に聴き入っ
ていました。 

　岩倉市医師会は今年で設立３０年を迎え、こ
れを記念して１０月１日、総合体育文化センタ
ーで「こころとからだ」をテーマに養老孟司さ
んの記念講演会を開きました。 
　北里大学教授で解剖学者の養老孟司さんは、
ベストセラー「バカの壁」など多くの著書を持
つ高名な作家でもあり、会場の皆さんは、養老
さんのユーモアを交えた講演に魅了されました。 

養老　司さんを迎えて 
～岩倉市医師会設立３０周年記念講演会～ 

地元の英雄に思いを馳せて 
～一豊公＆千代様サミット～ 

　１０月３日、岩倉東小学校２年生の児童２４人と遊花北幼稚園
の園児５１人が岩倉東小学校で交流しました。これは、遊びを通
して自分の役割を理解し友だちと協力することの大切さを学ぶ、
また自分以外の人を思いやる気持ちや優しい心を育てることを目
的に行われたものです。 
　児童らは、「ビーだまいれゲーム」や「とんとんずもう」など
のお店を開き、そこにお客として訪れた園児に遊び方を教えて一
緒に遊びました。お兄さん、お姉さんぶりを発揮した児童の皆さ
んは、「幼稚園のみんなは話をよく聞いてくれ、楽しくできた」
と感想を話していました。 

みんな仲良く遊ぼう！　　 
～小学校・幼稚園交流事業～ 

よう　　　ろう たけ　　　し 

おお 

まつだいらさだ　とも 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 
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　休日急病診療（伊藤乙彦　伊藤外科） 

文化の日 
　休日急病診療（向井研　いわくら耳鼻咽喉科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

　休日急病診療（植田豊一　岩倉眼科医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★BCG　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

★２歳児歯科健診 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査　 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★８か月児育児教室　★４か月児健康診査　 
分別収集/中本町･東町･中野町･鈴井町 
古紙と古着の日/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 
古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談 
★母親教室第３回 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

日 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，531人（＋27人） 
            男性/24，160人（＋16人） 
            女性/24，371人（＋11人） 
          世帯数/19,607世帯（＋27世帯） 
                （10月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～東新町かいわい～ 

　岩倉団地は、昭和４０年に日本住宅公団（現在のＵＲ都市機構）

により建設され、今年で４０年を迎えます。岩倉団地の完成で

岩倉市の人口が急激に増加しました。 

　岩倉団地では、平成１２年から建物の外装改修、道路の再整

備工事など大規模な改修工事が行われてきましたが、今年完了

しました。 

　新しく整備された団地内は、歩道と車道が完全に分離され、

花壇や公園スペースなどがバランス良く配置されています。建

設当初に植えられた木々も大きく繁り、緑豊かで広々とした明

るい空間に生まれ変わりました。 
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